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個別機能訓練計画に関する以下の用紙を作成します。 

 ・ 計画書

 ・ 評価書

 ・ 身体機能チェックシート

 ・ 興味関心チェックシート

 ・ 生活機能チェックシート

新規作成する際に「利用者管理」「設定」メニュ―で登録した

情報が反映されます。

編集画面のタブ有効／無効設定に関わりますので、

設定＞計画書情報の「個別機能訓練加算」「身体機能」

の設定内容をあらかじめご確認ください。

反映箇所は最新情報として誤りや不足がないか、

確認しながら正しく入力してください。

個別機能訓練計画について
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個別機能訓練 チェックシート／計画書



メニューバータイトル：計画作成 ＞ 詳細メニュー：個別機能訓練計画 へ進みます。

「要介護」 の利用者を表示します。絞り込み条件から表示内容を絞り込むことが可能です。

① 「要介護度・・・事業対象者／要支援／要介護」

② 「介護認定・・・申請中／認定済」 ※要支援・要介護認定区分の申請状況

③ 「性別・・・男性／女性」

④ 「利用状況・・・利用中／一時停止／利用停止」 ※サービス利用状況

⑤ 「計画書作成・・・今月中に作成が必要／来月末に作成が必要／期限切れ(未作成)」

⑥ 初期値：絞り込み条件を初期値にリセットします。

絞り込み：絞り込み条件に該当する利用者をリスト表示します。

⑦ フリガナでタブごとに絞り込みリストを表示します。

⑧ 計画書編集する利用者をクリックすると、個別機能訓練計画書の作成ページへ遷移します。

１．利用者選択
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①

④

② ③

⑤

⑦

⑥

⑧



身体機能評価を実施する場合、設定＞計画書情報の「個別機能訓練計画書＞評価」

にて「身体機能」を登録してください。

身体機能の初期登録状態は全てのテスト項目が対象です。実施しないテスト項目がある場合、

設定＞計画書情報の「身体機能＞テスト項目」から削除してください。

① 【身体機能 (事前)】タブの画面では、計画開始前の身体機能測定結果を入力して

身体状態を把握します。

② 登録済みの最新データを参照し、入力欄へ反映します。

③ 測定時の補足情報として該当する項目へ、クリックしてチェックをつけます。

④ 膝下高の測定結果を入力して をクリックすると、身長を算出できます。

※ 各タブ画面にて必要情報が入力できましたら をクリックして更新してください。

２．身体機能 (事前)
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①

②

③

④



個別機能訓練計画では興味関心評価が必須となります。

① 【興味関心チェック】タブの画面では、日常生活行為や趣味などの項目から

興味関心がある内容を選択して、ご利用者の要望を把握します。

② 登録済みの最新データを参照し、入力欄へ反映します。

③ 生活行為項目ごとに「興味がない／している／してみたい／興味がある」から

特に近い回答を選択してください。

３．興味関心チェック
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①

③

②



個別機能訓練計画では生活機能評価が必須となります。

① 【生活機能(ﾊﾞｰｾﾙｲﾝﾃﾞｯｸｽ)】タブの画面では、ご利用者の居宅における生活状況を確認し、

自立レベルや課題などを把握します。

② 登録済みの最新データを参照し、入力欄へ反映します。

③ 「ADL (日常生活動作)／IADL (手段的日常生活動作)／起居動作」がタブで分かれています。

各動作ごとにタブを切り替えて、「レベル (点数)／課題／環境／状況・生活課題」を入力します。

４．生活機能 (バーセルインデックス)
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①

③

②



認知機能評価を実施する場合、設定＞計画書情報の「個別機能訓練計画書＞評価」

にて「認知機能」を登録してください。

① 【認知機能チェック】タブの画面では、長谷川式認知症スケール（認知症の疑いや認知機能の

低下を早期発見する目的で行うテスト）に基づいて、ご利用者の認知機能を評価します。

② 登録済みの最新データを参照し、入力欄へ反映します。

③ 質問内容の回答をクリックして選択します。

④ 評価一覧の下に、回答結果が反映された合計点数を表示します。

５．認知機能チェック
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①

③

④

②



① 【計画書情報】タブの画面では、計画書の作成日や作成者、計画期間などを入力します。

② 利用者管理にて登録された介護度や日常生活自立度などの利用者情報を表示します。

デフォルトは非表示状態ですが、 や をクリックして表示／非表示切り替えができます。

③ 計画期間の開始日を入力します。

終了日は開始日から３か月後の日付が自動反映され、入力できません。

④ 設定＞職員情報にて職員ごとの「職種」登録をもとに、各職種に該当する職員のみ選択できます。

※ ご希望の設定ができない場合、設定画面の登録情報を修正してください。

 各タブ画面にて必要情報が入力できましたら をクリックして更新してください。

 マークなどの解説は「リハクム 操作マニュアル（構成説明・ワンポイント）」を参照ください。

６．計画書情報
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①

②

③

④



① 【基本情報】タブの画面では、ご利用者様やご家族の希望、生活環境などを入力します。

利用者管理にて登録した基本情報が反映されます。必要に応じて修正してください。

② 利用者管理画面との共通項目を修正して保存する場合、利用者管理画面の登録情報更新

確認メッセージが表示されます。「はい／いいえ」を選択すると保存されます。

７．基本情報
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①

②

はい



① 【健康状態 ・ 経過】タブの画面では、ご利用者様の病歴や合併疾患などを入力します。

② スイッチをクリックして「病歴なし／病歴あり」を選択してください。

③ をクリックして病名 ・ 疾患名検索画面を表示します。

④ 病名入力検索：登録したい病名・疾患名が分かる場合、病名・疾患名を入力して検索します。

⑤ 主な病名選択検索：登録したい病名・疾患名の分類を選択して検索します。

→ ④ ・ ⑤ ともに検索結果から該当する病名・疾患名をクリックすると、入力枠へ反映されます。

入力される際は必ず②で「病歴あり」に切り替えてください。 「病歴なし」状態では入力できません。

８．健康状態 ・ 経過 ―病歴登録―
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①

②

③

④

⑤



８．健康状態 ・ 経過 ―合併症―
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⑥ 選択肢の中から該当する合併症を選択します。

⑦ をクリックすると、その他入力枠が有効となります。

選択肢（⑥）に該当する合併症がない場合、その他入力枠へ入力してください。

機能訓練実施上の留意事項は「病歴なし／病歴あり」の設定を問わず入力できます。

その他、各マークの解説は「リハクム 操作マニュアル（構成説明・ワンポイント）」を参照ください。

⑦

⑥



９．個別機能訓練目標設定
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①

②

③

④

⑤

① 【個別機能訓練目標設定】タブの画面では、個別機能訓練の目標内容を入力します。

② 目標開始日：【計画書情報】タブにて設定した計画期間開始日が自動反映されます。

長期目標終了日：設定＞計画書情報の「個別機能訓練加算＞長期目標の期間」にて設定した期間をもとに反映されます。

短期目標終了日：目標開始日から３か月後の末日が自動反映されます。

※ 目標期間は新規作成時に自動設定されますが、必要に応じて編集できます。

③ をクリックして個別機能訓練目標の候補選択画面を表示します。

④ 分類を選択し、表示された内容リストから該当する目標をクリックすると、入力枠へ反映されます。

⑤ 目標選択からの反映設定と、直接手入力からの設定どちらも可能です。



１０．個別機能訓練プログラム設定
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①

⑥ ②

③

④

① 【個別機能訓練プログラム設定】タブの画面では、個別機能訓練プログラム内容を入力します。

② をクリックしてプログラム内容の候補選択画面を表示します。

③ 分類を選択し、表示された内容リストから該当するプログラムをクリックします。

④ ③にて選択されたプログラムの内容、留意事項、時間、支援コードが表示されます。

⑤ をクリックすると入力枠へ反映されます。

（「内容」「留意点」「頻度」「時間」「支援コード」「主な実施者」の６箇所対象）

※ 「主な実施者」は、設定＞計画書情報の「個別機能訓練加算＞主な実施者」にて設定した規定値が反映されます。

未設定の場合は候補選択画面から計画書反映した際に空白となりますので、直接選択してください。

⑥ 候補選択からの反映と、直接手入力や選択からの設定どちらも可能です。

⑤



① 【特記事項＿同意情報】タブの画面では、計画の特記事項や説明同意情報を入力します。

② サービス利用時間以外でも自主的なトレーニングを実施する場合は入力します。

③ ご利用者様の注意事項や趣味などを入力します。「特になし」や空欄でも問題ございません。

④ 「説明時に記入／本人／家族」の選択肢から以下を参考に選択してください。

説明時に記入：帳票の続柄欄へ手書き記入する場合に選択します。

本人／家族：帳票出力時に続柄欄へ選択内容を反映します。

※ 各タブ画面にて必要情報が入力できましたら をクリックして更新してください。

１１．特記事項＿同意情報
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①

③

②

④



身体機能／興味関心／生活機能は各チェックシートごとに印刷プレビューを表示します。

① タブ下にある をクリックして、印刷プレビュー確認画面を表示します。

② をクリックすると、タブ内のチェックシート印刷プレビューが表示されます。

１２．印刷プレビュー (チェックシート)
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①

②



① をクリックして、印刷プレビュー選択画面を表示します。

② 印刷プレビュー表示したい書類をクリックして選択します。

※ ２通りの様式から以下を参考に選択してください。

個別機能訓練計画書：計画書情報のみ

個別機能訓練計画書（一体型）：計画書と評価書を組み合わせた一体型

③ をクリックすると、選択した書類の印刷プレビューが表示されます。

１３．印刷プレビュー (計画書)
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①

②

③



① 計画書の作成が２回目以降の場合、 をクリックします。

新規作成情報の参照確認画面が表示されます。

② 前回作成分から計画書情報をコピーする場合は 「はい」 をクリックします。

※ 「はい／いいえ」 選択後に編集画面が新規作成編集状態に更新されます。

最新情報を正しく入力または修正し、保存してください。

前回作成情報をコピーすると、入力の手間が省けて誤入力を防ぐことにも繋がります。

計画が大幅に見直される場合を除き、前回分コピー機能のご利用をおすすめします。

１４．新規作成
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①

②
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個別機能訓練 評価書／チェックシート



メニューバータイトル：計画評価 ＞ 詳細メニュー：個別機能訓練計画 へ進みます。

個別機能訓練計画情報登録済みの利用者を選択します。絞り込み条件から表示内容を絞り込むことが可能です。

① 「要介護度・・・事業対象者／要支援／要介護」

② 「介護認定・・・申請中／認定済」 ※要支援・要介護認定区分の申請状況

③ 「性別・・・男性／女性」

④ 「利用状況・・・利用中／一時停止／利用停止」 ※サービス利用状況

⑤ 「評価状況・・・今月中に評価が必要／来月末に評価が必要／ 期限切れ」

⑥ 初期値：絞り込み条件を初期値にリセットします。

絞り込み：絞り込み条件に該当する利用者をリスト表示します。

⑦ フリガナでタブごとに絞り込みリストを表示します。

⑧ 評価書編集する利用者をクリックすると、個別機能訓練評価書の作成ページへ遷移します。

１．利用者選択
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①

④

② ③

⑤

⑦

⑥

⑧



① 【計画書情報】タブの画面では、登録済みの計画書情報を確認できます。

こちらの画面は登録情報の表示のみです。編集はできませんのでご注意ください。

② や をクリックして登録情報の表示／非表示切り替えができます。

※ 各タブ画面にて必要情報が入力できましたら をクリックして更新してください。

※ マークの解説は「リハクム 操作マニュアル（構成説明・ワンポイント）」を参照ください。

２．計画書情報
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①

②



① 【個別機能訓練評価】タブの画面では、目標への評価記録を入力します。

② 長期短期目標に対して、目標達成度（達成／一部達成／未達成）を選択します。

③ 特記事項以降の入力欄は、総括として入力する項目です。

個別機能訓練実施の振り返りや再評価日、説明同意情報などを入力します。

３．個別機能訓練評価
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①

②

③



① 【身体機能 (事後)】タブの画面では、最終評価前に身体機能測定結果を入力して

身体状態を把握します。

② 登録済みの最新データを参照し、入力欄へ反映します。

③ 測定時の補足情報として該当する項目へ、クリックしてチェックをつけます。

④ 膝下高の測定結果を入力して をクリックすると、身長を算出できます。

設定＞計画書情報の「個別機能訓練計画書＞評価」にて「身体機能」が登録されている場合

のみタブが表示されます。

４．身体機能 (事後)
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①

②

③

④



① 【興味関心 (事後)】タブの画面では、日常生活行為や趣味などの項目から

興味関心がある内容を選択して、ご利用者の要望を把握します。

② 登録済みの最新データを参照し、入力欄へ反映します。

③ 生活行為項目ごとに「興味がない／している／してみたい／興味がある」から

特に近い回答を選択してください。

５．興味関心 (事後)
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①

③

②



① 【生活機能(ﾊﾞｰｾﾙｲﾝﾃﾞｯｸｽ・事後)】タブの画面では、最終評価前にご利用者の居宅における

生活状況を確認し、自立レベルや課題などを把握します。

② 登録済みの最新データを参照し、入力欄へ反映します。

③ 「ADL (日常生活動作)／IADL (手段的日常生活動作)／起居動作」がタブで分かれています。

各動作ごとにタブを切り替えて、「レベル (点数)／課題／環境／状況・生活課題」を入力します。

６．生活機能 (バーセルインデックス ・ 事後)
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①

③

②



① 【認知機能 (事後)】タブの画面では、長谷川式認知症スケール（認知症の疑いや認知機能の

低下を早期発見する目的で行うテスト）に基づいて、ご利用者の認知機能を評価します。

② 登録済みの最新データを参照し、入力欄へ反映します。

③ 質問内容の回答をクリックして選択します。

④ 評価一覧の下に、回答結果が反映された合計点数を表示します。

設定＞計画書情報の「個別機能訓練計画書＞評価」にて「認知機能」が登録されている場合

のみタブが表示されます。

７．認知機能 (事後)
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①

③

④

②



身体機能／興味関心／生活機能は各チェックシートごとに印刷プレビューを表示します。

① タブ下にある をクリックして、印刷プレビュー確認画面を表示します。

② をクリックすると、タブ内のチェックシート印刷プレビューが表示されます。

８．印刷プレビュー (チェックシート)
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①

②



① をクリックして、印刷プレビュー表示画面を表示します。

② をクリックすると、評価書の印刷プレビューが表示されます。

９．印刷プレビュー (評価書)
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①

②
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